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グリーンとリサイクルに関する用語
目的：アルミニウムに関するグリーンに関する用語については、地金、板や押出などの展伸材のいずれであるのか、

非化石エネルギー由来の新地金、スクラップ由来の再生地金のいずれであるのか、不明確な場面がある

ことから、用語の共通化を行うこととする。

また、グリーンアルミを対象とした行政支援を求めていくためには、何がグリーンアルミであるか（どれが支援

対象であるか）を求められることが想定され、その準備としても重要と考えられる。

説明：「グリーン」と「リサイクル」については、それぞれ使い分けを下表の通りとし、原材料の個別呼称に使用する。

また、それら原材料の総称、あるいは、それらを使用した製品を総じて「グリーンアルミ」と名付ける。
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Type 説明 計算式

Ⅰ 原料投入量当たりの回収原料率 リサイクル率 ＝（C+D）÷（A+B+C+D） 
  Ⅱ 原料投入量当たりの循環原料率 リサイクル率 ＝ （C+D+E+F）÷（A+B+C+D+E+F）
Ⅲ 出荷量当たりの非一次原料率  リサイクル率 ＝ １- {(A+B)÷G}
Ⅳ 出荷量当たりの回収原料率 リサイクル率 ＝ （C+D）÷ G

Type Ⅰ, Ⅱは生産管理に適しており、Type Ⅲ, Ⅳは製品説明に適していると考えられる。

アルミ展伸材の様々なリサイクル率計算方法のご紹介
2026/8/5(水) 更新
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